
 

 

 

 

暑かった夏に別れを告げ、いよいよ秋本番！ 

収穫の秋・食欲の秋・読書の秋・スポーツの秋・・・・・・・ 

壬生野地域まちづくり協議会では、昨秋大好評いただきました壬生野文化まつりをバ

ージョンアップして、2006 年度は“壬生野まつり”として開催します。主な内容は次

のとおりです。壬生野地域にお住まいの方、勤務されている方などたくさんのみなさま

のご参加をお待ちしています。 

●開催日時   10 月 8 日(日) 午前 9 時～午後 4 時 30 分 

10 月 9 日(月) 午前 9 時～正午 

●場   所   壬生野小学校体育館 

●主な内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ＊作品展覧会の詳細については、別途配布の【作品募集･開催要項】をご覧下さい。 

編集後記  

皆さん、今年の夏はいかがでしたか♪ 今年は遅い梅雨明けや台風による長雨などで思うよう

にエンジョイできなかった方もいるのでは・・・。 

そのような中で、8 月 19 日開催の“滝川まつり”には 100 名余のご参加をいただきありがと

うございました。変わらない壬生野の自然と、地域の絆をご満喫いただけたことと存じます。

さて、時は“秋”。壬生野の郷にもコンバインの音が響きわたる季節がやってまいりました。

また、文化の秋・スポーツの秋ということで様々な行事が開催されます。協議会主催の“壬生野

まつり”では、昨年の作品展覧会を拡大して開催いたします。是非とも皆様方のご参加をお願い

します。 

（委員長）

編集委員  居附秀樹 宮田美智子 増田裕充 塚本正子 渡部税子 中林豊 新村由美子 

三根久美子 高橋大輔 梅田佳生 山本 眞司 

◇◇◇ご意見・お問い合わせは下記までお寄せ下さい◇◇◇ 
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今年の夏もヤマギシの春日山実顕地では子供楽園村が開催されました。 

楽園村には 30 年以上の歴史があるようですが、私自身は関わるようになって 3年といったところで

す。関わるようになったきっかけはいたって単純で、自分の子供がその対象年齢になったからです。

今年の場合、期間は 7/23～30 までの 7泊 8日で行なわれ、北は北海道から南は九州にいたるまでの

72名の子供たちが集いました。 

 楽園村で具体的にどんな事をするのかというと、体験的に養豚や畑などの職場に参加することをは

じめ、その生活や遊び全般を通して子供たちが暮らしをつくっていくということです。。 

衣食住の基本的な部分は私たちスタッフが担当しますが、子供たちはそれに加わっていくことで彼

ら自身のもともとある「生きる力」のようなものが呼び覚まされてくるように見えます。 

 今年も 8日間やりきった子供たちは大きな充実感を胸に帰っていったようでした。 

 しかし、この壬生野地域のみなさん方は案外楽園村についてあまりご存知ないのではないかと思い

ます。交通費がかからない好条件にもかかわらず、この壬生野地域から今までほとんど参加していた

だけなかったのは、足元をおろそかにしてきた私たちに原因があると言えるかも知れません。 

 ただ、今回の夏の楽園村に関して言えば、「壬生野保育園」、「壬生の里」、「愛の里」、「壬生

野郵便局」には快くチラシを置かせていただくご厚意をいただきました。ここで改めて御礼申し上げ

ます。 

 そして、今またこの場をお借りできたことでヤマギシズム楽園村の存在意義を更に広く知っていた

だき、次の冬休みの楽園村に向けての第一歩としたいです。 

なお、楽園村のウェブアルバムが下記の URLでご覧になれますので、興味のある方はご覧下さい。

http://www.imagegateway.net/a?i-=ImIkgZeEJ4                （藤川 聡） 

※上記のウェブアルバムはお使いのパソコンの環境によってご覧いただけない場合があります。

【村のことでのお問い合わせは ＴＥＬ４５－５５５０（村人窓口）へお気軽にどうぞ】 

掲示板 その２ 

作品展覧会 

〇絵画・写真      ○短歌・俳句・川柳・詩歌   ○生け花・盆栽 

○工芸・書道・墨絵   ○パッチワーク・手芸     ○小学生の部・中学生の部 

○壬生野地区をテーマとした作品の部 

 

即売会   ○パン  ○たまご   ○キャベツ   ○その他(お楽しみに･･･) 

その他の催し 

○バリア－フリー体験コーナー 

○人権パネル展示 

○ゴミ捨て防止ポスター展示 

○壬生野の危険箇所は！ 

まちづくり情報発信基地 

○まちづくり協議会のしくみ 

○まちづくり計画の紹介 

○まちづくり事業の紹介 

○ときめきサロン臨時開設 



 

 

 

【人権研修実行委員会】 

人権問題解決の為の取り組みは、動員型の大型イベントではなく、一人ひとりが

自分自身を振り返り、自分の中の差別性に気付くことが重要となります。「イベント

の人寄せ」の為に似かよった複数の委員会が設けられ、その委員の多くが重複して

いる現在の組織は、人権問題解決の為の取り組みとそぐわないと思われます。今年

度、人権同和専門委員会と人権研修実行委員会を統合し「人権同和合同委員会」と

して次のような活動をする予定です。 

１ 区長との懇談会 

２ まちづくり協議会役員との懇談会 

３ 柘植、西柘植まちづくり協議会人権同和部会との懇談会 

４ 各区の人権・同和問題地区別懇談会への参加 

８月１９日（土）の午後、心配していた雨も午前中であがり、壬生野地域を流れ

る滝川に放流された鮎を子供たちが“わぁわぁ・きゃー”と大声をあげながら追い

かけるのに一生懸命・・・。暑さを忘れた川遊びのひとときでした。川遊びのあと

は山畑農事集会所の駐車場でつかまえた鮎を炭焼きに。他にも焼き鳥、かき氷、流

しそうめんがありましたが、長い竹をつるつると流れていく流しそうめんが子供た

ちには好評でした。夏休み、家族で行楽地などへ出かけるのも良いですが、地域の

みんなとの川遊びも幼少期の思い出の１ページになればと思います。 

掲示板 その１

『三重県平成１８年度くらしの講座』の受講生の募集が行われています。消費生

活に必要な知識や情報を提供し、地域において消費者活動の取り組みのできる人材

育成を目的とした講座です。 

期 間  平成１８年１０月１４日（土）～１２月１６日（土） ６日間 

時 間  １０時～１２時  １３時～１５時 

場 所  三重県生活部消費生活室研修室 

受 講 料  無料 

定 員  ５０名（定員を超えた場合は抽選） 

申込期限  平成１８年９月２５日（月） 

申 込 先  山本 ４５－４４８１   

居附 ４５－９１０４（伊賀支所生活環境課）のいずれかまで 

 

会長の挨拶、説明が終わって、さあ、滝川に出発！！ 子供４４名、大人５７名が集まりました。 

つかみ取りのあとも、鮎の炭焼き、焼き鳥、流しそうめん、かき氷と楽しみが盛りだくさん！ 

雨上がりの空から陽射しがさす中、みんなで滝川に入って鮎のつかみ取りに挑戦！！ 

 

9 月期予定表 ～窓口運営実行委員会～ 

9月 2 日 （土） 8：30～12：00 宇藤和人、福島裕美子、福岡光善 

9月 9 日 （土） 8：30～12：00 北村節子、五百田正一、三根久美子 

9月16日 （土） 8：30～12：00 落合ちず子、福原淳、古川早織 

9月23日 （土） 8：30～12：00 上野覚、南出ゆう子、川口浩哉 

9月30日 （土） 8：30～12：00 立山忠雄、澤野徳子、上林健作 

     「ときめきサロン」場所：壬生の里 2 階 協議会事務所 




